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新潟縣三川鉱山金・銀・銅・鉛・亜鉛鉱床調．査報告

郷　原　範　迭管

　　　　　　　R6sum6
The　Coゆper－Lead。Zinc　Deposit　ofl　the　Mikawa　Mine，

　　　　　Niigata　Prefect皿e

by

Hanzo　Gohara

　　The　Mikawa　Mine　is　located　about39km　SEE　of　Niigata　city　and　working　on　the

・epithermal　veins　of　gold－silver－copper－lead・zinc　and　iron　sulphide　in　Tertiary　formation．

・Characteristics　of　the　veins　are　as　follows：

　　1）Kind　of　mineralization　and　alteration　are　alteration　are　closely　related　to　the

Icountry　rock，t琢at　is，silicification　is　predominent　in　Iiparite　and　liparitic　tu長accomp一

歌nied　by　gold夕silver，1ead　andロzinc　ore，　while　chloritization　and　ser至citization　are　pre。

心o血inent　in　propylite　and　propylitic　tu£f　accompanied　by　coPPer　and　pyritic　ore‘

　　2）Zonal　arrangement　ofthe　ore　can　be　seen　as　shown・in　the　followlng　sequence

from　UpPer　to　Lower．

　　　　　　Upper　　gold，　silver，　lead，　zinc

　　　　　　：Lower　　CoPPer，　Pyritic　ore
　　3）The　veins　are　controled　by　geologic　structures．

　　4）Prihcipal　ore　minerals　are　shpalerite，galena，ChalcqPyrite　and　pyrite，associated

with　some　hematite。Fine　to　medium　grained“Complex　ore”is　div圭ded　into　four

，…kinds　according　to　the　texture　of　ore　minerals。

　　a　Massive　mixed　ore
　　b　Banded　ore　（Ginguro－li1顔e　ore）・

　　c　Brecciated　ore
　　d　Impregnated　ore
　　5）The　average・contents　of　the　metals　are　a＄follows：

　　　　Au（9／t）　　Ag（9／t）　　cu（％）　　Pb（％）　　zn（％）　　Fes2（％）

　　　　　『3．1　　　　　　　　　42　　　　　　　0．44　　　　　　0．08　　　　　　0．37　　　．　　　0．48

1．緒　言’

本鉱山は昭和21年より日本鉱業株式会杜により銅・

鉛・亜錯および硫化鉄を目的に採掘されており・現在月

産2，300’》2，400tの粗鉱を生産している。

從来本鉱山については地質鉱床，母岩の変質等の研究

がされていて，その概要は把握されている。しかし操業

上にはまだ相当未解決な問題を含み，種々議論されてい

る。筆者は昭和27年3月中旬，本鉱山の調査一特に

鉱石について一をおこなつたのでここに概報する。

調査中種々便宜を與えられた三川鉱山職員各位，諮よ

び太調査に先だち，図面の1蔀を御恵與頂いた長沢敬之

助氏に深謝する・

　なお本鉱山に関してつぎの文献がある。、

1河野密・渡辺久吉：20万分の1新潟図幅お蓼び同説明

孝鉱床部

書，地質調査所，1917．

渡辺万次郎・井関貞和：大谷鉱山謹硫酸錦鉱バ岩鑛・，
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第1圃　三川鉱山位置交通圖
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地質調査所月報C第4巻第3号）1

第9雀，　6号，　1933．

長沢敬之恥3新潟縣三川鉱山の地質≧鉱床，地質．夕

第57巻，671号，1951．『

須藤俊男・長沢敬之助・岩生周一・大森えい：新潟縣三

川鉱山め母岩の変質，鉱山地質，第2雀，3号，1952．

熟

　　　　　　2．鉱　　区

登録番号　新潟螺操登第85号

鉱種名金・銀・銅・錯・亜錯・硫化鉄

鉱業権者　日本鉱業株式会批

　　　3．位置および交逼（第1図参照）

F
本

鉱山は新潟縣東蒲原郡三川村大字内川および網木に㌃

跨り，新潟市の南東方直距離約39km，新発田市の南南’

東直距離約22kmに位する。磐越西線白耀駅より阿賀

川に滑う縣道を北方に1・5km降ると川口に至り，さら

に支流新谷川にそい，概ね李坦なN400E方向の縣道を

約◎km（直距離で6km）進むと新谷に達し，それよゆ

さらにN50。E方向の鉱山專用道路を約・4kmで鉱山1

事務所に達する。鉱山の輸邊はすべてトラヅグで選鉱場・、

より積出され・白崎駅に・搬出されるoしかしトラック使、

用は重期にかぎられ冬期は積雪のため車馬も通れない。

、
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新潟縣三川鉱山金・銀・銅』錯・亜錯鉱床調査報告　（郷原範造）

　　　4．地形および地質（第2・3図参照）

　本鉱山附近の山地は八方坑より宝坑西部にいたる露頭

線を境に，その東西両牛でやや著しい地貌の差異を示し

1ている。すなわち第三紀暦からなる西牛地域は，・200m

～300mの小起伏でJll澹V》に沖積ZF野があるが・これに・

対して．石英粗面岩・変朽安山岩類からなる東牛地域は

山岳重曼し，1，000mを越すものがあり》鉱区の北東方

には馬髪山（757m）がある。

　本鉱山の地質嫡第三紀暦と第四紀暦および第三紀火肉

岩類からなり，窮三紀層は噴入岩ρため軽度の変質をう

けているo

　第三紀層は一般走向：N100E～N40。Wで西に20。～

40。の緩傾斜をなし，’泥岩・砂岩・頁岩・凝友岩・角礫凝友

第1表　三川鉱山附近暦序表（長沢による）

　　　　　　『岩 暦

岩および礫岩からなり．上部暦・下部暦に分けられ，そ

の間は不整合が認められる。

　本鉱山の鉱床はほとんど下部層中に胚胎し，坑内は下

部暦で占められる。坑内の西部および浅部は比較的砂

岩・頁岩・石英粗面岩および同質擬次岩が分布し，東部

および深部は変朽安山岩および同質凝茨岩が広く分布し

ているo

　石英粗面岩は熔岩流の斜長石石英粗面岩で凝友岩・砂

岩と互暦し，友白色ないし次赤色で著しい流状構造を示

すものと，友白色堅緻なものがあり1斑晶は比較的少な

い。斑晶としては0．3×0。15mmの変質をまぬがれた

斜長石がみられるにすぎない。石基は隠微晶質ないし破

璃質を示し比較的結晶度が低い。

　変朽安山岩は同質凝友岩および角礫凝友岩とともに比

・較的深部に広く分布し，輝石安山岩のプ・ぜライト化さ

れたもので，暗線色ないし友緑色で変質著しく斑晶は少

ない。斑晶は曹長石化．絹雲母化された斜長石，織泥石

化された輝石の残骸力1みられるにすぎない。石基は間粒

構造をレめし析木歌斜長石と輝石よりなる。。，　．

　凝荻岩には石英粗面岩質のものと変朽安山岩質のもの・

とがあり，前者は友白色ないし暗次色を呈し，局部的に

珪化著しいため石英粗面岩と区別し難いものがあり・後
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地質調査所月報、（第4雀第・3号）

第2表鉱物の種類と蓬出歌態

鉱　物

　黄銅、鉱
　閃亜鉛鉱8

　方錯．鉢
　黄鉄鉱
　赤鉄鉱
　銅　 藍

　輝銅鉱
　　金　・
　輝銀、鉱
　石　 英、

　緑泥石
　菱苦丑石
　アソケル石

　氷長石
　重晶石
　絹雲母
　カオリソ
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　第4圖，，爾盤饗朽安画岩の場合の1例

（本盤坑2號樋断部上位20m∫立入より110m鮒近）

　a1：硫化石英脈
　b：石英藤
　c：絹雲母化され匁部分

　d：角礫化され沁部分
　e：漢つたく緑涯石化された部分

　f：線泥石化された鎚朽安山岩

者は青緑色ないし次緑色を呈し，黄鉄鉱の鉱染が多く変

朽安山岩と漸移し，，明瞭に区別し得ないものが多い。砂

、岩は粗粒の花嵩質砂岩と細粒堅硬な珪質砂岩があり，後

者が鉱床附近！こ友白卑で産出するQ頁岩嫡剥理にとみり

・黒色ないし次黒色で，粘土化がすすみ，時に亜炭を挾ん

で賢るo

これらは同質凝荻岩および同質角礫凝次岩の場合も大体

これに準じ，宝坑下部・本磐坑等に著しいo

第3表宝坑西部鉱石分析値

位置

Om
通洞地並

　　5．母岩の変質と鉱床の関係
本鉱山の鉱床母岩は上述のように石英粗面岩・同質凝

。友岩・変朽安山岩・同質凝茨岩・砂岩・頁岩および礫岩から

なるが，母岩の相連）あるいは母岩ρ変質程度によつて　　、

鉱石鉱物の胚胎に優劣がある。すなわち主に石英粗面

岩・変朽安山岩からなる坑内で，前者は珪化作用が著し

く金・銀・錯・亜錯鉱にとみ，後者ば緑泥石化作用・絹雲母

化作用が著しく，銅・硫化鉄に優れている。これらはさ　、

らにカオリソ化作用・炭酸塩化作用・粘土化作用が加わ

り，局部的の違つた変質作用にょつて前者に銅鉱が，ま

た後者に亜鉄鉱が，富鉱をなすことがある。これを2，3

の場合についてみると，

5・1　雨盤変朽安山岩の場合（第4図参照）

変朽安山岩は緑泥石化・黄鉄鉱化（プロピライト化）・絹

雲母化作用著しく，局部的に炭酸塩脈が綱1伏：に貫くこと

があり，珪化作用を受けて紫白色となることがある1）。
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5・2両盤石英粗面岩の場合（第5図参照）

石英粗面岩は珪化作用およぴ局部的に絹雲母化・粘土

化作用がすすみ，鉱脈と母岩の境界は判然としない2）。

比較的石英脹の幅が広く，上盤側には細脈も見られる。

1）宝坑東部の下部一40m～50m附悲ID上盤の1部にのみみられる。　　　　　2）藁名板倉坑の1部では萌瞭である。
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新潟縣三川鉱山金・銀1銅・錯・亜錯鉱床調査報告．（郷原範造）

　　γ綴3．・懸撫裟

　第5圖　雨盤石英粗面岩の場合の1例

　　（眞名板倉坑一ド盤鑓上20m西樋先）

a＝硫化石英脈　　e：粘土化された部分
b：　雛石t英脈　　　 fご　局頚珀勺の舞言雲母

C：　細粒石英冠辰　　　　g：　珪化された石英粗面岩

d：　角礫fヒされた勲3分

　5．、3　石英粗面岩・変朽安山岩を両盤とする場合

　　　（第6図参照）

　この両者が同一李面で見られる場合は，それぞれの変一

質作用がすすみ特徴を示すが・石英粗面岩が絹雲母化作

用をうけ，変朽安山岩が珪化作屠をうけることもある。

に，累帯的に鉱石が配列して，本鉱山で最も重要なもの

である◎西から宝坑・本磐坑・豊國坑・八方坑の各鉱床が

；れに属する。第2群は宝坑の南方をEヴWない覧し

WNW’》E＄走向で，約550m延長する複成鉱脈で，、

比較的錯・亜錯・銅に優れるが第1群より小規模である。

眞名板倉坑がこれに属する。以下各鉱床について記載す

るQ

6．r宝　坑（第7・8図参照）

　大規模な断暦とこれに附随する小裂罐に胚胎す為本鉱

C

　　　A
　　、　　￥碧、・．㌧、亀・

　　’、層、∵｛べ8・
　　　＼亭、・．》く、魁

　　　、与1：路く二．

　　　　、・9●べ寓3

s　障i欝、
oし」雪吻哉↓b一レ

N

A　a：石莫賑’
　b3　鉱廉　　　1．Cu，Znに富む菩1；分

　　　　2．Cu，Pb，Zn，Agに富む部分
　　　　3．Cu，Pb，Zn，Auに富む部分

a鰯一
・b

B
魂

第6圖　石英粗面岩・i墜朽寮町岩を爾盤とする場合の1例

　　　　（宝坑下盤樋下部60m）

aご線泥石化された攣朽安由岩

b：アンケル石脈
c：角礫帯（緑泥化，絹雲母化，一部珪化作用もみられる）

，蜜蕪嚢1灘叢薯物｝砒石　

9ゴ珪仕岩十縄雲母帯

h＝珪化角礫箒
i：粘土帯，絹雲母（？）

」：珪化石英粗面岩

以上3つの場合を鉱脹でみると5．3一の場合が最も大

規模で，5．1の場合が比較的小規模である。

　　　　　　　6．鉱　床

本鉱山の鉱床は第三紀暦および火山岩類中の断暦裂罐

に滑つて生成した浅熱水性の金・銀銅・錯・亜錯・硫化鉄

鉱脹で，現在までに知られた鉱脈は10数條あつて，これ

らは2群に分けられるo第1群は本鉱山鉱区のほぼ中央

をW：N’W’》ESE方向に連続する延長約2，000mの複

成鉱脈で，その規模も大きく垂直的にあるいは水李的
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0 50槻

B　a：上盤樋
　b＝　中盤金通；および中樋

　c：下盤鉱
　d＝粘土帯

C　　a：繰泥石化された礎朽安山岩

　b：細粒石英，銅鉱を伴う（局部）

　c：粗粒石莫
　d：　細粒石英，銀黒様鉱石を・伴う

　e：銅・亜鉛の少量を伴う
　f：（珪化）角礫帯（赤鉄鉱炭酸盤脈をみる）

　9：珪化砂岩

　　　第7圖　宝坑西部

、
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山中最大のもので，走向N70《’960W，北に40・》7QO傾

斜し・娠約8・・m師鑛と・，そ腰ら頒する中

鑓・上盤鑓・中盤鑓の支脈からなつているo

　母岩は珪化作用のすすんだ砂岩・石英粗面岩および同
’
質 凝友岩や1部変朽安山岩からなり，東西両部は母岩の

相違によつて明らかに鉱脈にも相違がみられ，この関係』

を明らかにするため立入を境に東，西にわけて記載す

るo

　西部は主として石英粗面岩・同質凝友岩・砂岩および頁

岩を母岩とする石英脈，および硫化石英脹の複成脈で，

下盤鑓・中鑓・上盤鑓がよく発達する。比較的硫化石英脈

は細粒堅緻で局部に晶洞を持ち，石英脈の上盤にある。

これを同一李面で上盤側から下盤側までみると，第7図

、Aのとおりである。すなわち概見して・1）銅・錯・亜錯

および金に富む部分，2）銅・錯・亜錯および銀に富む部

分　3）銅・亜錯に富む部分に分けられ，下盤ほど粗粒で

ある。このような関係は鉱脈の間にもあり，、B図のよう

に見掛上上盤側から上盤鑓が銅・錯・亜錯に，中盤鱒およ

び中鑓が銅・金・銀に，下盤鑓が銅・亜錯に比較的富んで0

’いるo

　これも母岩が石英粗面岩の場合は比較的硫化鉱物にと

み，高品位で脹幅も広いが，砂岩9凝友岩の場合は一般

に低品位となり，脈幅も狡くなづて上述の区分はでき・な

いo

　西部は比較的東部より角礫構造は少ないが，深部（通洞

地並下50m附近）マは上盤側！こ接して華しい角礫構璋

があり，石英脈との聞にば銀黒様縞状構造の鉱石もみら

れる。角礫は硫化鉱物を初め種々の岩石，鉱物を有し，赤

鉄鉱や炭酸塩鉱物，あるいは石英で充填されている。西

部の鉱脈状態を模式的に示したものが第7図Cである6

　鉱脈の垂直的な変化は上部ほどばらけ，下部ほど纒る

状態を示し，比較的上部に金・銀，下部に銅・硫化鉄，そ

の中問は錯・亜鍔に富んでいる。

　なお，西部区域でみられる中盤鉱および上盤鑓とその

宝坑西部鉱石分析品位（李均置）

岐脈の李均鉱石品位は次の通りである3）ρ　　　　　皐　　　／

東部は石英粗面岩および同質凝次岩と，変拓安円岩お

よび同質凝荻岩を母岩とし，走向やや東西に近い上盤鍾

と，急にNW～SE方向に轡曲する下盤鑓からなり，と1

もにN～NEに傾斜するカ㍉上部で40～60。，下部では、“

7・～9・・の急斜を示す．鉱脚硫化石英瞭比鱗羅・ヂ

不明瞭で角礫構造が著しく発達する。特に上盤鑓・下盤

鑓の結合附近は顯著で，2者の関係は第8図に示したo

　　　　～’

　　　　　、
　　　　　N1、．

　　　　　　　．二a∴∵　　　じ一ド

レげ．　．、；ぞ量9驚・ザ　上盤錘
　　　　　　レ　　　　　　　　レ
需〆障　　γ一f・　ニレ
　　貿茜　cメ潤dレ
　　　　　　x　　　器
　　　　　　　　　レ　　．　　　　　　　ドズ　　　　　　　　　げ　　㊥㌧　　ヒ報襯x

下鑑鍾

第8、圖　宝坑東部坑内甲

a　凝灰岩　　　　　　d＝角礫居

b
．
ピ石英粗面岩　　　　e：勢脈

c　麺朽安山岩　　　　f：粘土帯

上盤鑓は最近発見されたもので・東方延長を掘進する

とともに下部罰m・40m，60m・地並でも採掘中云あ

る。比較的脈幅広く乎均1．6璃銅・硫化鉄にとみ，局

部的に閃亜錯鉱を俘う。

．なお上盤鑓の鉱石李均品位は次のとおりであるo

試料採集位置
脈幅

（m）

Au
（9／t）

A引Cu
（9／t）1（％）

Pb
（％）…

Zn
（％）

S
（％）

［療薦
t（m） Au

（言／t）

中盤鑓＋80m

　〃　十60m

　〃　十40m

上盤鍾＋20m

　　　Om
　同岐脈Gm

・0．81

1．00
・0．99

0．56

0。66

0．40

4．7

5．0

2．3

0．5

『0．6

1．1

・54。0　0．701

59。0

56．0

15．0

11．0

171．0

1．04

0．83

0．75

0．60

1．40

Ag

⊆9軌

　ド0。7G2．21
　［
1。884．44

＿L
　l

註Omレは通洞地並でこれより浅部は＋とし

　深部は一、とする。

・mh．7・、3．81・82．・1

－20L602・354・Ol－4Q！・。7・L4」．・5．・1

，勢陵）1畠

0．60　i　o。47

0．65…0．32

0．52　 　O．29

　　」

1．35
．1，92

1．57

S
（％）

8．34

8．81

17．34
卜

　角礫構邉著しく，1部には銀黒様鉱石もみられる。脈

石としては緑泥石・石英が多く，アソケル石・絹雲母・氷

長石等もみられ，角礫構造の著しい部分には菱苦土声誓

・赤鉄鉱・重晶石等も俘？ている。’

　下盤鑓は宝坑版の最東端を占め，比較的貧鉱で，上盤

鑓と結合する附近ではやや纒り約4m内外の脈幅を有

するが，ES方向さ轡曲する延先は次第に尖滅する・

3）本丈中に掲げる分析で特に断りのねいものは，一いずれも三川鉱由分

　析係においておこなつ牝ものである。
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　航、2．本・磐，坑．

　宝坑の南東i延長にあつて，宝坑の下盤鑓にあたる四号

鍾と，1見掛上下盤側にある三号鑓・二号鑓・一号鑓からな

っている。変朽安山岩および同質凝友岩を母岩とし，一

：般走向N40～80。Wで約400mに亘り，主として北

あるいは北東に60～gooで急傾斜するが，1部では

N700Eの走向で全く直立するものもあり・擾乱やや著

しいoこれは既に述べたような第1群・第2群鉱脈の分

鮫する附近にあるためと思われる。鉱脈の幅は平均約

■mであるが・局部的に走向東西に近くなると富鉱とな

り，幅約2m丙外で，建長約20m余をしめす。

　鉱石は黄銅鉱・黄鉄鉱，微量の閃亜錯鉱・方錯鉱・赤鉄

鉱あ金属鉱物，石英・線泥石・アソケル石・菱苦土石等の

，脈石鉢物から准つている。各鉱脈について述べる。

　四号鑓1む走向：N40《・700Wで北東に50～700傾斜

’し，延長約40Gmに亘つている。緑泥石化作用のすす

んだ変朽安山岩を大体母岩としているがジ上部では石英

粗面岩および同質凝炎岩や頁岩等もみられる。母岩中に

は黄鉄鉱り鉱染が多く，盤際には炭酸塩脈も著しくみら

’れ為・変朽安山岩には顯著な節理が発達し，節理と鉱脈

の走向・傾斜はほぼ一致し，鉱脈のほか炭酸塩脈等が充

たしている。本脈は硫化物を含む緑泥石石英脈で，膨縮

－著しいが耶均約1mの脈幅を持ち・上盤側に角礫帯が

，ある。鉱石は主として黄銅鉱・黄鉄鉱からなり，通洞地，

並より上部100m附近では閃亜錯鉱・方錯鉱がかなりみ

　られるが，残鉱は少ない。現在探鉱じ採鉱している通洞

地並より下部では，ほとんど銅・硫化鉄で，錯・亜錯は僅

かに俘旗こすぎない。なお四号鑓の鉱石品位は次のとお

　りで比較的硫化物の量も少ない。

四号鑓鉱石品位（李均）

つている。西端はN7εoE，傾斜500Nの断暦で切断さ

れてい る。変朽安山岩中にあつて，2，3の斜交断暦で切

られるがよく続き’，断暦際では幾分脹も舌Lれるが糸勺0．5

～1mの脈幅を保つている。鉱石は黄銅鉱・黄鉄鉱・豫犯一

石・石英を主とし・多量の閃亜錯鉱・方錯鉱を俘う。．また

細脈の菱苦土石・アンケル石もみられる。しかし閃亜錯

鉱・方錯鉱は通洞地並上80《・100m附近では富鉱をなす

こともあり，上部では比較的優れている。

　一号鑓は二号鑓の南側約12Qm附近に，走向：N70。E

’》N80。Wで南に800で傾斜する細脈で，主として黄

銅鉱・黄鉄鉱からなり，多く酸化作用を受けている。附

近にはまた不規則に走る石英の細脈が多い◎

　6．3豊國坑・八方坑

積雪および坑内埋没により，露頭すら調査できずに絡

つた。從来の報告によれば，本磐坑の南東走向延長上に

ある複雑な構浩をもつ銅鉱に富む鉱脈である。葺國坑は

走向N40～700W，傾斜50～700NE，延長500mに達
し，六方坑はさらにそゐ南東走向延長上にあつで，：走向

N40～60・W，傾斜45・一50・NE，延長約300mに達す

るo

ユ

2

Au
．（9／t）

4』74

、0．3

Ag
（9／t）

28．0

．18

Cu
（％）

0．34

0．80

Pb
（％）

0．08

tr

Zn
（％）

0．15

tr

S
（％）

3．35

3．35

（全手均）．

（現在出鉱平均）

　三号鑓は四号鑓の南東部末端から，N、700角》700W

’あ売向で分岐した鉱脈で北に60～goo傾斜し，延長約

、二150mに亘る。変朽安山岩中に角礫帯と石英脈からな

力，後者の幅は約1m以下で，・その中に黄鉄鉱および

少量め黄銅鉱・閃亜錯鉱が胚胎する。西部はほとんど直

・立しており高品倖をしめすが，東部は尖滅状態となつて

四号鑓と落合い，附近は粘土化が著しく貧鉱となつてい

る〇

　二号鑓は主号鑓の西端をと：N40・》70。Wの走向で連続

一する鉱脈で北に50～60。傾斜し，延長約200mに亘

、6・4　翼名梅倉坑

珪化された石英粗面岩および同質凝次岩中にあり。閃

亜錯鉱および方錯鉱を主とする鉱脈で，現在までに下盤

鍾・百丈鑓・南中鑓・南三号鑓・本鑓・一号鑓・北二号鱒・北

三号鑓および北四号鑓が知られている。このうち下盤鑓

が主部をなし通洞地並で延長約400m，他は4れを輝え

るものはなく，随俘する支脈ないし平行脈である。鉱脈

は走向断暦で角礫化するほか1斜交断暦で2分されてい

る。この斜交断暦を充填した鉱脈が本鑓℃あり，2分さ

れた鉱脈は，、下盤鑓と百丈鑓であるo一般に鉱脈構造は

第1群ほど複雑でない。次に各鉱脈について記載する

（第3図）。

　下盤鑓は第2群の主部鉱脈で，その東限は走向・NEヴ

SW，傾斜600Sの本鑛断暦で境され，、西限は次第に細

脈となつて尖滅して》・る。鉱脈の幅は小米原通洞地並で’

約1～1．5mを有し，比較的上盤側に狭い角礫帯があ

るo

　鉱脈は錯・亜錯にとむ石英脈で脈壁も普通明瞭である。

底とんど閃壺錯鉱・方錯鉱よりなるが，1部には黄銅鉱・

黄鉄鉱・赤鉄鉱・輝銀鉱等も俘われる。脈石として石英・

カオリソ專が俘う。通洞地並での以上の関係は上下で次

のように変化する。すなわち上位弓0・》100m地並では，

南中鑓との聞に胚胎する中鑓そのほかの支脈が結合され

て，一時脹幅は局部的に2～2．5mとなり，平均L5m
癒しめず。錯・亜錯・硫化鉄・銅鉱のほか金・銀も檜加し，

23一（169）
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さらに上部では銅品位悪く褐鉄鉱と金兜銀に富んでいるo

また†位の40《’60m、地並では脈幅も狼くなり，金・銀・

錯・亜錯の量を減ずるが，銅・硫化鉄鉱を幾分増してい

る。しかし一般に通洞地並以下は脈勢悪く・幅も品位も

低下している。癒お水李的な東，西の関係は，東部では

黄銅鉱1黄鉄鉱がかなり多くなつている。なお鉱脹の垂

直的な変化について金・銀・銅3者の関係は次のとおりで

ある。

下盤鑓の鉱右、品位

位　置

十80m
　60

　40

　20

　0

lAu（9／t）．IAg（9／t〉

8．9

3．2

2．0

1．4

1．2

59．0

27』0

17．0

9．1

12．0、

l　Cu（％）

0．31

0．53

0．55

0．67
、0．80

ノ

（小米原通洞地並）

　吉丈鑓は下盤鑓ρ東部延長にあたり，西限には本鑓断

層があり，東限は細脈となつて尖滅する。：走向N80。E

～EWで北に45～700で傾斜する。延長約150mに
およぶが貧鉱めためあまり操鉱されてないo母岩は石英

粗面岩および同質凝友岩で・．珪化作用・カオリソ化作用

がみられる。鉱石は黄銅鉱・閃車錯鉱・石英等からなる

が，現在操掘償値のある所は少ない。

　本鑓はN50・｝60。E方向の断暦を充填したもので南

東方に600傾斜し，断層幣は幅’i《’0．5mで粘土中に硫

化物を散点する。極めて貧鉱で探掘に値する所はない

が，露頭およびその下部40m附近までは金・銀鉱が探

掘されているo

　南中鑓は下盤鑓の南側にある互に李行する鉱脈で，延

長約250m，東西約100m，垂直約80血が探掘され塞

洞となっているg鉱脹幅は局部的に膨縮するが，李均約

0．7m内外で中鑓と落合う附近では約1．5mとなるこ

ともあるQ

　母岩は珪化作用がすすみ，鉱脈は錯・亜錯を主とする

石英脈である。鉱石の産歌は粗粒石英を中央にして対称

・縞歌構邉を示しプ1部にある晶洞中には黄銅鉱の西面体

式結晶も窟出する。

　南三号鑓は南中鑓のさらに南側に李行する鉱脈で，延

長約200mにおよんでいるo傾斜は85～900Nで，
垂薗的にも水李的にも脹勢極めて変化著しく，脈幅 も膨

縮し0．3～0．9mで平均幅はり．5mである。通洞地

並より上位60・》80mで昧局部的に錯・：亜錯の上鉱（錯

・10％以上，亜錯15％以上）を産出し，幅も1m以上に蓬

する。また上位20《・60m附近には銅の富鉱が昂り・脈

幅0。3〔げ0．5mをしめす。こ淑；対して，通洞地並およ

び下位は細脈之なり，局部的に銅の貧鉱が産出するのみ

である。また東部では銅を俘つて幅胸■mを示すカ㍉西，

部では錯・車鉛の細脹が多い。

　北二号鑓・北三号鱒および北四号鑓は，眞名板倉坑ま

り宝坑に至る立入坑道を北に進むとみられる。いずれも

細脈で硫化鉱物少なく採掘にたえない。

　以上第1群，・第2群の鉱床について記載したが，それ

ぞれ次のような特徴がみられる。

　第1群では

　1）大規模な断暦に生成したため比較的大規模な鉱康

をもち，複雑な角礫構造を有してV～る。、．、

　2）鉢脈は母岩の種類および葎質，堆質構造に支配さ

れて胚胎する◎すなわち変朽安山岩を母岩にする場合は

かなり良い品位・脈幅を示し，珪化作用には錯・距錯を．、・

絹雲母化作用・緑泥石化作用のすすむ場合は銅・硫化鉄に

優れている。また脈勢は一般に傾斜角度り急な場合に富

鉱を欺しユ部の鉱脈と変朽安山岩の節理とは涜嘆傾斜

が完全に一致している侮

　3）館石は比較的脆弱で中粒のものと，“銀黒1’様

堅緻な細粒のものとがある。さらに垂直的に幾分累帯駅

列がみられる。鉱石は銅・硫化鉄に優れる。

　第2群では

　1）、鉱脈は断暦に漕うて生威したものであるが，構邉

’は余り複雑でなく脈壁も比較的明らかである。

　2）鉱脈は凝友岩および角礫擬次岩の場合は一般に貧

鉱となる。

　3）鉱石品位は上下および東西で著しい相違があるα

特に下盤鑓・南三号鑓は著しい。

　4）　しかL錯・亜錯鉱の富鉱部には黄鉄鉱および少量

の黄銅鉱を常に，ともな5。鉱石は錯・亜錯鉱に優れる◎

　　　　　7。鉱石（第9・10図参照）

　本鉱山の鉱石を構成する主要鉱物は黄銅鉱・黄鉄鉱・闘

亜錯鉱・方鉛鉱および赤鉄鉱の金属鉱物（銅の2次鉱物・

輝銀鉱等も産出するが僅少である）と石英・織泥右等の脈

石鉱物からなり，これらの混合鉱石“Complex　Ore”

は比較酌低品位だが，錯・亜錯・銅・硫化鉄および金・銀の

鉱石として探掘処理されているo第1群の鉱石は銅・硫

化鉄を主体として錯・亜錯を俘い，第2群の鉱石は錯・亜

錯を主体として銅・硫化鉄を俘う。しかし，第1群はそ

の東西両域で鉱石の性歌に相違があり，西部は地較的第

2群と類似する。

　銅・硫化鉄にとむ鉱石は一般に線泥石・石英を俘い，脆

弱で鉱物粒は中粒ないし粗粒であるが，錯・麟にとむ

鉱石は晶洞質で自形を呈し，また緑泥石質館脈中のもの
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　　oろち』
一一』甲噸一幽一一騨＿」’

　　第9圖　黄鉄鉱一黄銅鉱
P：　Pyrite　　　　　Cp：　Chalcopyrite

Zn：Zincblende　　　Q：・Quartz

以外は，石英脈中に縞1伏に（1部銀黒様鉱石も含む）窟出

するものが多く，一般に堅緻で細粒～中粒である。

鉱石の構成鉱物として金属鉱物には多いものの順に，

黄銅鉱・閃亜錯鉱・黄鉄鉱・方錯鉱・赤鉄鉱・輝銅鉱・銅藍・

輝銀鉱および金があり，脈石鉱物には石英・緑泥石・絹雲

母・菱苦土石・アソケル石・菱鉄鉱・方解石・氷長石・重晶石

およびカオリソ等がある。

　鉱脈毎に産出する概略を示したのが第2表であるo次

に圭な鉱物の特徴を記載する。

　黄銅鉱は常に微粒の黄鉄鉱粒（200メツシユ以下）を含

み（第9図），閃亜錯鉱とは大体相互境界を示すが，』稀に

閃亜錯鉱の細版が黄銅鉱を貫通するQしかし溶麟歌に滴

状の黄銅鉱が閃亜錯鉱中に含奪れることもある。これは

比較的潔部の縞歌鉱石に常にみられるQ

　黄鉄鉱は鉱脈中のみならず，母岩中にも鉱染し，1部

では著しく破葎され多数の小拉になり・後成鉱物に侵入

され交代されている。

閃磯鱗方鍛と密撫件》石英の間隙セこ生成す

る。なお閃壺錯鉱中には黄銅鉱の変質した赤銅鉱がある

（第10図）。

　方錯鉱は以上の鉱物の粒間を充翼し・硫化鉱物中最末

期のものであるが，時に閃亜錯鉱・黄銅鉱と相互境界を

なすこともある。なお方錯鉱中には銀鉱物が含まれる4）Q

　赤鉄鉱ぼ角礫帯中に炭酸塩鉱物5）と共生し，鱗片状を

4）銀黒様鉱石中の方鉛鉱を硲酸で腐蝕すると，侵され易い方鉛鉱中に黙

　驕と光浬の強い斑黙が認められる。銀鉱物の種類は不明で挙る。

5）角礫充虞の淡酸堅鉱物は長澤敬之助にょれば菱苦士石・アンヶル石で

　あるo

　　　σ．駈
」一一一，

　第10圖　閃亜鉛鉱中の赤銅鉱

P　Pyτit“　　　Cp：Chalcopyrite
G　Galena　　　　　Q：Quartz
Zn　　Zincblende　　　Cpr：・Cupyrite　・

S　Pore

なす。鏡下で嫡炭酸塩鉱物および石英中に不規則に蓬し

自形の微晶をなしジ破檸されわ黄鉄鉱そのほかの鉱物を

膠結する。多くは0．05～0．1mm’の大きさを示すが，

時には鏡鉄鉱状で1cmに達する亘晶のものも存在す

るo

輝銅鉱および銅藍は第2群の上部にみられ，黄銅鉱にP

随俘する。一般に量少なく，ともに0。05～0。1mmの

大き’さである，o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　輝銀鉱は鉱脈の西区域および上部の銀黒豫鉱石中にみ、

られ，0．01・》0．02m魚の大きさで閃亜錯鉱中および石9

英中にみられる。帯線友色，硬度の低いことは特徴的で・

あるo，なお銀鉱物醇硫鏑1銀銅鉱がある6）o

　脈石鉱物は既述の種類が産出され，極めて鉄に富むも，

のが多い。

　鉱石を構造によつて分類すれば，混合塊状鉱・縞状鉱・

（銀黒檬鉱石）・角礫状鉱・晶洞質鉱および鉱染状鉱に分け

られる。混合塊歌鉱は一般に中粒（0．5mm丙外）で，1閃，

亜錯鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・方錯鉱が種々な割合で混合し・

各鉱物の量によつて，各鉱の上鉱になるもので・黄鉄鉱

は破砕され，この粒間を黄銅鉱および閃亜錯鉱が充填．

し，かつ交代し，これらのすべてをさらに方錯鉱が翼め

ている・本鉱石は通洞地並（Om）より上部＋60m間に

比較的多い。縞歌鉱は一般に綱粒（0．3mm以下）で，石

英と錯・亜錯にとむ硫化物が縞状を呈するもので・ゼ見．

“銀黒”類似の外観を示す。0．05～0．3mmの閃亜錯

鉱と0．05～0．15mmの方錯鉱からなり1黄鉄鉱・黄銅1

鉱および赤鉄鉱の微量を俘い，局部的に輝銀鉱がみられ．

6）方鉛鉱。閃亜鉛鉱と共生し，方鉛鉱よりやや青味を帯びている。
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るo

　本鉱石は比較的潔さに関係なく産出するが，塊欺鉱と

漸移して謹ずることもある。

　角礫状鉱は母岩・脈石とともに上述の鉱石を普通径

2《40cm以下の角礫で含むもので，比較的黄鉄鉱およ

び黄銅鉱が多くみられる。しがレ低晶位で稼行の対象に

・はならない。鉱染状鉢は比較的緑泥石化作用をうけた母

岩中に，、各金属鉱物が少量散点するもので，細粒でかつ

貧鉱であるσ晶洞質鉱は黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜錯鉱等が局

部的な晶洞中に産するもりで，、東部区域で時炭酸塩鉱物

と薔葎色石英が，西部区域では石英の結晶が俘つて，比・

較的浅部に多くみられる。　　　　　　　　　　　　　Pb

Cu

8。品位および鉱量

△●　　　　●　●　
バ

X
《

　o

　　のo
　◎△
o◎　◎

　　△
　　△

本鉱山の鉱石は比較的低晶位である。銅鉱は深部およ

び東部に王鉱を産するが，Cu1％を超えることは稀で

Z吻o・5％内外である。錯壷錯鉱は比鮫的翻および

西部！；上鉱を蓬しPb1．5％，Zn6％の品位を示すが，

並鉱、はPb1～0．与％，Zn2～1％で李均品位ははる

かに低く，Pb　O・3％・Zn　L3％である・硫化鉄鉱は副

成分的存在で品位低く，S5％内外である。

　金・銀はかつて高品位のものが採掘されたが，現在幾

存する鉱石は低品位で，Au19／t内外，Ag209／t．以下

であるoなお以上は現在の鉱石品位であるが，昭和7年

7月以降昭和26年8月現在までり品位を平均すると，

次のとおりで極めて低品位であるととがわかる。けだし

銅は・昭i和11年1より，錯・亜1錯等は・昭和22年よりのもの

昭和7年7月～昭和26年8月までの

　　　鉱石品位李均値覧

100分比

o　　σmぐ通洞地並）

ムー25m　◎介楯直平均（一25m）
9：書81　◎　ミ・‘」50mレ
×一60・ノ雫玲
《　本鉱山全鉱石品位平均値

第11圖深さによる銅・鉛。亜鉛關係

Au
（9／t）1

3』1

Ag　Cu
（9／t）　1（％）1

42 0．44

Pb、
（％）

　　1
0．08F
　　［

Zn
（％）

0．37

Sn
（多）

0．48

一CulPblZn

49 9

乞n

　まず，主な鉱物中の微量成分は第4表に示したが，

（1）各鉱物中にCu，Fe元素が相当槍出され，（2）純白

石英・薔薇色石英中にCu，Pb，Ag，．Bi，Fe，Mn等が

槍出され，薔薇色石英中にはZnとAuが特に槍出さ

れている。次に邊鉱産物中の微量成分は第5表に示した

が，（1）銅精鉱にBi，Ni，coおよびAuが特に注目さ

れる・（2）鱗鉱に1縁たBi，が槍出され・（3）．硫化精

鉱中にはNi，COが槍出されているo最1後に黄銅鉱と閃

亜錯鉱の深さの相違にしたがう微量成分を第7表に示．し

たが，黄銅鉱では（1）Zn穿Pb，Sb・が1比較的深部の，もの

に槍出され，（2）4u．Agは浅部のものにみられるQ閃

亜錯鉱では，（1）黄銅鉱の傾向に似ている。（2）Cu元

素は比較的深部のものに強くみられる。

　鉱量は都合により記載を省略する。

42

である。つぎに分析値をみると垂直的に著しい変化のあ

ることが明らかで，宝坑西部の下盤鑓についてみたのが

第3表である◎これによれば上部地並ほど金・銀・錯・亜

錯にとみ，相対的に下部では銅を増していることがわか

・るQこのことをさらにCu，Pb，Znにつき100分比にし

てみると一暦明瞭でおる（第11図）。なお選鉱産物の品

位は第6表に示した。

・次に主な鉱物と選鉱産物，および深さの相i違による黄

銅鉱と閃亜錯鉱の分光分析を行つた7）。

7）分光分析は地質調査所高橋請技官が捲當し索。

　　　　　　9．沿革およ．び現況

　約400年前天文年間に発見され，最初は金銀鉱を探鉱

採掘したという・明治24年五十嵐佐亭等により金製錬

を行い約6年間続き，明治33年には吉田題太等の経営

する大谷金山となつて，年産100tの金銀鉱を明治27年

まで責化法で処理した。明治39年に日本金鉢株式会甦

がサ時銅鉱を探掘したが続かず，明治42年には再び金・

銀鉱を採掘し1部の銅鉱を製錬したQ大正3年以後約20

年間は金・銀・銅鉱を採掘し，日立鉱山・小板鉱山に費鉱

しながら墾岩機を増したり，浮選試験等を試みたが経営

困難となり，昭和7年，日本鉱業株式会祉と合同経営に

し三∫il鉱山としたo昭和15年300tプラソトの選鉱場

を建設し近代的経営方式とし，昭和βコ年に日本鉱業株

式会薩の軍独経営となり，金・銀・銅・錯・亜錯・硫化鉄鉱
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第4表　各鉱物中の微量成分

試　料

黄銅鉱
閃亜錯鉱

黄鉄鉱
赤鉄鉱
石　英
薔薇石英

緑泥石
菱苦圭石
アンケル石

Cu

S－I

M
W＋

『S－

s－

S

M
W＋

註

Zn

S一

S
W

WT
W
W＋

碗一

Pb

W骸
’
S

S

W
W一

鼠

M
W－

W

Ag

M．

w一

±

M
M
W＋

Au

W

As

w7
±

w＋

Sb

±

W一

Bi

W一

，W

W｝

S一

Fe

W＋

W＋

M
．S

S＋

S

：Ni Co cf Mn

W
w－

W『

W
W＋

W＋

M
M
W＋

Ti

W｝

W

W
W一

±

V

W一

Ge Sn Si

W－

W－

W－

W＋

S
S『

Al

W－

W＋

W
－S『

W
W
S・

W
W

Na

W－

W一

±

W一

K

W
W－

W

Mg

W
W－

W－

W
W
W『

S
S＋

Ca Ba

ミ
レ
食
お
）

S＋極めて強い（スペクトル線の強さ）　S、。強い

W『極めて弱い　　±　疑しい　　一　ない

S一やや強い　　血　中間の強さ　　W＋やや弱い　　W　弱い

第5表　選鉱産物中の微量成分

試　 料一

銅　精　鉱

亜錯精鉱
錯
． 精鉱
硫化精鉱

Cu

・S｝

S
S

Zn

ls＋
1』

1s
ls
卜

Pb

S『

M、

S㎎

Ag Au

S　W－

M　－
S『．
S－　W＋

As

W
W＋

W『

S一

Sb

W
W一
：：ヒ

　
w「

Bi

W＋ I
S『

±

Fe

W＋

W＋

Ni

・W－

W

Co Cr

W一　一

W＋　一

Mo

M
W
W－

M

Ti

十

W印

V Ge

十

Sn

第6表 選鉱産物の品位

十

一　w一

一一　蝋∫
　　謡一一　蚕．
W1一　μレ
　　ピー一　費
S＋一．丑
　　浄
　　聾
　　睾
　　聖
　　農　　皐　　聾　　孫　　讃
　　藻

　　Q　　書　　弼　　鶴　　礁　　）

銅

亜

錯

硫

鳥精．　鉱

錯精．鉱
精　 鉱

化　精　鉱

Au（9／t）　一

12

1～2
『
5
0

2

l　Ag（9／t）l　cd、（多）

300

13

1，000

30

10＾ノ20

0．2戸》0，3

0．5’》0．6

0．6

1．Pb（％）

2．0’》3．0

0．5

55’》60

0．2

Zn（％）

4～5

55

2
28

S（％）

29～30
30

14｛ノ15

35
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第7表宝坑塵黄銅鉱微量成分（東部上盤鑓について）

上r60m

上4Qm
上20m
　Om
下20m

、下40m

下60m

Zn

S『

S『

Sr
S－

S
S、r

S

Pb

W『

W－

W
W＋

1M．
M
M

Agl

M
M
W
W＋

W＋

W＋

㌧W

Aul

±

W『

Asl

±

W『

W『

W
W・

W

Sb

±

W一

±

±

±

w一

lBillNi lc・ lCr lMn lTi

W
W　，
’
W

＋

W
W
W
W＋

Iv lGe Sn

第8表宝坑産閃亜錯鉱徴量成分（東部上盤鑓について）

Qu

上60m
上40m。
上20m浮

　Om
下20m
下40m、

S－

S
M
S＋

S
S

Pb

戸W『

W
W－

w
W＋

一
W

＋

Ag

M
M
W『・

W
W．

W『

Au

±

±

As一

±

±

士

w
嘔
W

W

Sbl

：±：

W一

士

W
W一

，W｝

Bi Fel

M
M
W輔

S－

W＋

W＋

NilC・ Cr 陣 Ti

wl
W＋l

W
W÷

W
W

lv Ge Sn

第9表過去の生麗量
（昭和7年～昭和23年まで）

昭
和
年
度

7
8
9

10

11『

12

13

14

15

16

17

18

19・

20

21

22

23

計

粗鉱産額表
．、（t）

3444700ン　　じ　ン

7，222，000

9，129，000

8，820，0び0

18　896　920
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、を採掘しつつ今日におよんでいる。過去の生蓬量は第9

表の通りである。　・

現在は宝坑西部の下部，東部の通洞地並およびその下

部，本磐坑四号鑓の下部，および眞名板倉坑の下部が探

掘されている。、毎月2，300～2，400tの生産があり，そ

の品位は金0．99／t前後7銀17g／t，銅0夕5％強，錯o．3

％強，亜錯1．3％前後，硫化鉄0．48前後である。鉱石

は1t鉱車で選鉱場に邊鉱され，優先浮游選鉱法を操用

して銅精鉱（金・銀を含む）・錯精鉱（金・銀を含む）・亜錯精

鉱および硫化精鉱の4種を得，前2者は管立製錬所に，

亜錯精鉱は日本曹達大寺製錬所に，硫化精鉱は新潟硫酸

株式会肚に邊づている。

豊國坑・八方坑は現在埋没中である。

10．結　語

　三川鉱山の鉱床は第三紀火山活動に関係して生成した

・浅熱水性の金1銀・銅・錯・亜錯・硫化鉄鉱脈で次の特徴が1

ある6　’

　1）母岩が石英粗面岩と変朽安山岩の場合ば、比較的富

鉱で，前者は珪化作用がすすんで金・銀・錯・亜錯が・後

者は絹雲母化作用，緑泥石化作用がすすんで銅・硫化鉄

が優れている0

　2）　大規模な断暦セこ滑う本鉱脈をよ延長｝性鈍ことみ，走向

が東西性に近くなり，急傾斜の場合は富鉱である。鉱脈

はまた節理と噌致する。．

　3），鉱石は比較的綱粒で後雑な組威と組織をしめす

が，鉱物粒は平均0．01～0．5mmで比較的“銀黒様鉱

石”が多い。　　　　　　（昭和27年3月調査）
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